
 

猛
暑
が
続
き
ま
す
！ 
今
後
と
も
ご
支
援
を
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 佐沼高等学校定時制課程 

Ｅ
Ｔ
Ａ
会
員
に
よ
る
生
徒
向
け 

進
路
講
話 

佐
沼
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長 

講
師 

及
川
登
喜
男
様 

演
題

『人
と
人
と
の
繫
が
り

』  
 

 

 

今
年
度
の
進
路
講
話
は
令
和
五
年

七
月
十
九
日
（
水
）
に
佐
沼
高
校
の

仮
設
校
舎
二
階
多
目
的
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

Ｅ
Ｔ
Ａ
会
員
の
佐
沼
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
会
長
の
及
川
登
喜
男
様
に
講

師
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
、
こ
れ

ま
で
の
ご
経
験
や
、
仕
事
に
取
り
組

む
上
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
、
趣
味

を
通
し
て
の
人
と
の
繫
が
り
な
ど
に

つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

二
〇
歳
で
就
職
し
、
退
職
ま
で
に

営
農
、
福
祉
、
金
融
、
共
済
等
、
各

分
野
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た

の
で
す
が
、
仕
事
の
分
野
が
変
わ
る

度
に
一
か
ら
勉
強
し
て
い
く
覚
悟
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ
て
臨
ん
だ

と
の
こ
と
で
し
た
。
二
歩
後
退
し
て

も
三
歩
進
め
ば
一
歩
前
進
と
な
る
と

い
う
言
葉
も
印
象
的
で
し
た
。
ま

た
、
仕
事
や
趣
味
を
通
し
て
の
人
と

の
繫
が
り
が
財
産
で
あ
る
と
も
話
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
仕
事
と
趣
味
が

人
と
の
繫
が
り
を
与
え
て
く
れ
た
そ

う
で
す
。 

 

繫
が
り
は
感
謝
の
気
持
ち
を
生

み
、
そ
の
人
を
応
援
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
な
ど
、
こ

れ
か
ら
生
き
て
い
く
上
で
大
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
や
励
ま
し
の
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
Ｅ

Ｔ
Ａ
会
員
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
。
及
川
様
、
会
員
の
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

六
月
七
日
（
水)

に
Ｅ
Ｔ
Ａ
役
員

会
、
六
月
二
十
七
日
（
火)

に
Ｅ
Ｔ
Ａ

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
で
は
、
令
和
四
年
度
の
事
業

報
告
・
決
算
報
告
、
令
和
五
年
度
の

事
業
計
画
・
予
算
案
、
令
和
五
年
度

役
員
選
出
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ

ま
し
た
。 

 

令
和
五
年
度
の
役
員
選
出
で
は
、

四
年
度
の
役
員
体
制
の
ま
ま
、
継
続

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
他

の
協
議
事
項
に
つ
い
て
は
原
案
の
と

お
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
Ｅ
Ｔ
Ａ
会
員
の

皆
様
の
参
加
を
見
送
っ
て
い
た
ス

ポ
ー
ツ
大
会
（
例
年
九
月
に
実
施)

は
、
十
一
月
三
十
日
、
十
二
月
一
日

に
開
催
予
定
で
す
。
九
月
九
日(

土)

に
県
内
の
定
時
制
・
通
信
制
に
学
ぶ

生
徒
が
本
校
を
会
場
に
「
生
徒
の
集

い
」
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、
例
年
よ

り
遅
い
時
期
に
実
施
し
ま
す
。
状
況

を
見
な
が
ら
参
加
の
方
向
で
準
備
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
学
校
の
様
子
、
生
徒
の
活

動
状
況
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

最
後
に
Ｅ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
か
ら

一
言
ず
つ
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
「
定
時
制
を
必
要
と
し
て
い
る

生
徒
が
い
る
の
で
佐
沼
か
ら
定
時
の

灯
り
を
消
さ
な
い
で
欲
し
い
」
と

い
っ
た
ご
要
望
や
、
「
生
徒
を
先
生

方
や
Ｅ
Ｔ
Ａ
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
」
と
い
っ
た
有
り
難
い
お
言
葉

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
総
会

で
頂
戴
し
た
ご
助
言
や
お
励
ま
し
の

言
葉
を
今

後

の

指

導
・
支

援

に
活
か
せ

る
よ
う
職

員
一
同
努

力
し
て
参

り
ま
す
。 

 

い
て
は
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
最
近
の
日
本
は
、
強
盗

や
殺
人
な
ど
の
犯
罪
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
「
闇
バ
イ
ト
」
、
育
児
放
棄
の
母

親
に
よ
る
子
供
の
殺
人
、
老
老
介
護
放

棄
に
よ
る
配
偶
者
の
殺
人
、
な
ど
痛
ま

し
い
事
件
が
多
い
で
す
。
特
に
、
「
闇

バ
イ
ト
」
に
つ
い
て
は
、
若
者
が
見
ず

知
ら
ず
の
男
か
ら
の
電
話
一
本
で
、
地

方
か
ら
集
ま
り
、
お
金
の
た
め
に
指
示

さ
れ
た
宝
石
店
や
時
計
店
を
襲
い
、
高

級
時
計
等
を
盗
む
と
い
う
凶
悪
な
犯
行

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
逮
捕
さ
れ
た
犯

人
は
、
「
定
職
も
な
く
金
も
な
い
の

で
、
高
額
な
ア
ル
バ
イ
ト
料
に
応
じ

た
」
と
言
う
だ
け
で
、
全
く
悪
い
こ
と

を
し
た
と
思
っ
て
い
な
い
事
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
電
話
一
本
で
、
善
悪
の

判
断
も
せ
ず
、
悪
事
に
手
を
か
す
若
者

が
増
え
る
現
状
を
ど
う
判
断
し
た
ら
良

い
で
し
ょ
う
か
。
か
つ
て
日
本
は
犯
罪

の
少
な
い
安
全
な
国
と
世
界
か
ら
認
め

ら
れ
て
い
た
の
に
非
常
に
残
念
で
す
。 

 

終
わ
り
に
、
生
徒
達
は
恵
ま
れ
な
い

環
境
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
会
費
の
納

入
な
ど
を

通
じ
て
ご

支
援
等
を

お
願
い
い

た

し

ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

猛
暑
が

続
き
ま
す

の
で
健
康

に
は
く
れ

ぐ
れ
も
ご

留
意
く
だ

さ
い
。 

 

 

連
日
厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
皆
様
に
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
、
暑
中
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

日
ご
ろ
、
佐
高
定
時
制
Ｅ
Ｔ
Ａ
の

運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
令
和
五
年
度
の
総
会
は
去

る
六
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
、
提

案
事
項
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改

選
に
つ
い
て
は
、
現
役
員
が
再
選
さ

れ
引
き
続
き
運
営
に
あ
た
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
以
上
ご
報
告
と
し
ま

す
。 

 

事
業
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
の

で
、
見
直
し
を
行
い
、
本
年
で
き
る

事
業
を
決
定
し
ま
し
た
。 

 

一
つ
は
、
奨
学
金
の
支
給
で
す
。

昼
働
い
て
、
夜
勉
強
す
る
生
徒
達
の

た
め
支
給
す
る
も
の
で
す
の
で
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

二
つ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
Ｅ
Ｔ
Ａ
、
生
徒
達

と
の
大
切
な
交
流
の
機
会
で
す
の

で
、
是
非
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
開
催
日
程
に
つ
い
て
は
、
学

校
行
事
の
関
係
で
例
年
よ
り
遅
い
時

期
の
開
催
と
な
り
ま
す
が
詳
細
に
つ 

令
和
五
年
度 

Ｅ
Ｔ
Ａ
総
会 

 
 

 

開
催
さ
れ
る 

佐沼高校定時制

だ
い
て
お
り
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
衷
心
よ

り
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

 

さ
て
、
今
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
四
ヶ
月
ほ
ど

が
経
ち
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
収
束
が

見
え
な
い
ま
ま
、
今
年
五
月
よ
り
感
染
症
法
上
の

扱
い
が
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
五
類
に 

 

移
行
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
と
し
て
ま
だ
ま
だ
油
断

が
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
今
後
も
感
染

症
へ
の
警
戒
を
続
け
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
教
育
活
動

に
戻
し
つ
つ
も
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
の
考
え
方

で
、
新
し
い
取
り
組
み
も
加
え
な
が
ら
、
教
職
員

一
丸
と
な
っ
て
学
び
の
保
障
を
図
っ
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
度
の
定
時
制
通
信
制
総
合
体
育
大
会
の
結

果
で
す
が
、
六
月
十
七
日
と
二
十
四
日
の
二
週
に

わ
た
っ
て
仙
台
市
の
各
会
場
で
開
催
さ
れ
、
本
校

か
ら
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
卓
球
部
、
陸
上
競

技
部
が
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
陸

上
競
技
で
、
四
年
生
の
佐
藤
南
さ
ん
が
女
子
一
０

０
ｍ
と
二
０
０
ｍ
で
優
勝
（
三
年
連
続
二
冠
）
、

二
年
生
の
佐
藤
力
さ
ん
が
男
子
八
０
０
ｍ
で
優

勝
、
四
年
生
の
藤
森
颯
晟
さ
ん
が
同
じ
八
０
０
ｍ

で
第
三
位
入
賞
を
果
た
し
、
三
名
が
八
月
に
東
京

で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま

し
た
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い
活
躍
で
す
。 

 

な
お
、
校
舎
等
改
築
工
事
で
す
が
、
昨
年
八
月

に
プ
レ
ハ
ブ
三
階
建
て
の
仮
設
校
舎
へ
引
っ
越
し

を
行
い
、
仮
設
校
舎
で
の
学
校
生
活
を
送
っ
て
お

り
ま
す
。
現
在
、
旧
校
舎
（
鉄
筋
四
階
建
て
）
の

解
体
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
行
わ
れ
て
お
り
、
令
和

七
年
度
の
新
校
舎
完
成
に
向
け
て
、
ま
も
な
く
そ

の
建
設
工
事
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
も
う
し

ば
ら
く
は
仮
設
校
舎
で
の
生
活
が
続
き
ま
す
が
、

教
育
の
質
は
落
と
さ
ず
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て

豊
か
な
学
び
を
実
現
し
て
参
り
ま
す
。 

 
結
び
に
、
Ｅ
Ｔ
Ａ

会
員
の
皆
様
に
は
、

引
き
続
き
、
生
徒
の

無
限
の
可
能
性
と
成

長
の
た
め
に
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
本
校

定
時
制
の
さ
ら
な
る

発
展
の
た
め
に
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

佐
高
定
時
制
Ｅ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
に
は
、

日
頃
よ
り
本
校
定
時
制
の
教
育
振
興
と
発
展

の
た
め
に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

令
和
五
年
度
の
佐
高
定
時
制
は
、
新
入
生

五
名
を
加
え
て
全
校
生
徒
二
十
一
名
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
生
徒
会
で
決

め
た
「E

nj
oy

 
t
o
 
t
he

 
f
ul
le
st

 

～
全
力

で
楽
し
も
う
～
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

生
徒
た
ち
は
学
習
や
部
活
動
な
ど
に
一
生
懸

命
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

本
校
は
、
今
年
度
で
明
治
三
十
五
年
の
創

立
か
ら
百
二
十
一
年
目
を
迎
え
、
定
時
制
に

お
い
て
は
設
置
か
ら
七
十
五
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
本
校
定
時
制
の
歩
み
は
、
昭
和
二
十

三
年
六
月
、
働
き
な
が
ら
学
ぶ
青
年
を
対
象

と
し
た
定
時
制
課
程
が
設
置
認
可
さ
れ
、
南

方
分
校
、
中
心
校
、
吉
田
分
校
が
開
校
さ

れ
、
学
制
の
改
革
に
よ
っ
て
戦
後
の
教
育
が

全
て
の
人
に
開
か
れ
ま
し
た 

。 

 

そ
の
後
、
高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
高
校

進
学
率
が
年
々
上
昇
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

全
日
制
へ
の
志
向
で
あ
っ
た
た
め
、
定
時
制

へ
の
入
学
希
望
者
は
減
少
の
一
途
を
た
ど

り
、
昭
和
三
十
七
年
に
吉
田
分
校
、
三
十
八

年
に
南
方
分
校
、
中
心
校
昼
間
部
が
相
次
い

で
廃
校
さ
れ
、
夜
間
部
の
み
が
残
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
定
時
制
生
徒
に
安
定
し
た
学

校
生
活
を
送
ら
せ
る
た
め
に
、
雇
用
主
と
の

緊
密
な
連
携
に
よ
っ
て
相
互
理
解
を
図
り
、

雇
用
主
相
互
の
情
報
交
換
と
意
思
疎
通
が
必

要
と
の
こ
と
か
ら
、
昭
和
四
十
三
年
一
月
、

「
雇
用
主
と
教
師
の
会
・
Ｅ
Ｔ
Ａ
創
立
総

会
」
が
開
か
れ
、
生
徒
を
雇
用
し
て
い
る
事

業
主
を
「
会
員
」
と
し
、
本
会
の
趣
旨
に
賛

同
・
協
力
の
方
を
「
賛
助
会
員
」
と
し
て
構

成
さ
れ
、
各
事
業
を
充
実
発
展
さ
せ
て
、
多

く
の
会
員
の
皆
様
、
賛
助
会
員
の
皆
様
に

よ
っ
て
脈
々
と
支
え
ら
れ
、
今
年
度
で
五
十

五
年
目
を
迎
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。
今
年
度

は
八
十
六
名
の
方
に
会
員
と
し
て
入
会
い
た



 

令和４年度卒業生進路先 
 令和４年度卒業生７名 

○進学  

 尚絅学院大学 

 気仙沼リアス調理製菓専門学校  

○就職 

 三光化成株式会社宮城工場 

（株）栗駒ポートリー 

 宮城ダイナパック株式会社 

 仙台検査株式会社 

 インテリア丸友 
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卓球部 
 部員数５名（１年生１名、２年生１名、４年生３名）   

 部長 ４年 春日 亮    

 顧問 鈴木 信次  髙橋 千晶 

活動の内容・部員の様子 
 今年度は４年生３名、２年生１名、１年生１名の計５名

で、それぞれ課題を見つけながら技術向上に取り組んでいま

す。高校に入ってから初めて卓球に触れる部員もいる中、４

年生が１年生に丁寧に指導しながら活動しています。 

定通大会の結果      会場：仙台市宮城野体育館 
 男子個人：１回戦 春日 亮 （不戦勝） 早田【仙台工】 

       ２回戦 春日 亮０ ― ３ 佐々木【石巻北（飯野川）】 

部長の感想・反省 
 大会出場を目標に、フォアハンドやバックハンド、サーブなどの基本練習や、試合状況

を想定した実戦スタイルの練習に取り組んできました。また、自分自身の課題を見つけ

るために練習ノートを活用しながら、練習に励んできました。 

 ４年生最後の大会でしたが、全国にあと一歩が届きませんでした。悔いは残ります

が、あとは後輩に頑張ってもらいたいと思っています。 

顧問の感想・反省 
 今年度は定通大会個人戦に１名がエントリーし、全国大会出場を目標に活動してきま

した。状況に応じた打ち分けの基本練習を始めとし、サーブの種類を増やすなど実戦練

習を中心に練習に取り組んできました。大会では初戦が不戦勝ということもあり、２回

戦ではなかなか自分のペースをつかむことが難しく、初勝利とはなりませんでした。し

かしながら，練習してきたプレーを試合で発揮したり，試合の中で修正点を考えながら

プレーに取り組んだりする姿が見られました。 

ＥＴＡ会員の皆様へ 
 いつも佐沼高校定時制へご支援をいただき、ありがとうございます。ETA会員の皆様の

お陰で、生徒たちも充実した学校生活を送ることができています。今後もご協力よろし

くお願いいたします。   

部活動紹介・県高校定時制通信制体育大会結果 
 今年度活動している部は、卓球部・バドミントン部・陸上競技部・ハンドメイド部の4つになります。６月１７日（土）、２４日（土）に仙台市を会

場に開催された宮城県定時制通信制体育大会には、本校定時制からは、卓球部、バドミントン部、陸上競技部が出場しました。普段の部活動の様子とあ

わせて定通大会の結果をお知らせします。 

バドミントン部 
 部員数８名（１年生４名 ２年生２名 ３年生１名 ４年生１名） 

 部長 ４年 久須田 裕紀   

 顧問 志賀 衣里華  菅原 良宣  早﨑 虎一郎     

定通大会の結果 会場：仙台工業高校体育館 

 試合結果 

  男子団体：１回戦敗退 

   １回戦 佐 沼 １―２星槎国際 

     Ｄ  菅井洸太 佐藤瑠 ０―２ 

     Ｓ１ 三浦真斗  ２―１ 

     Ｓ２ 久須田裕紀  １―２ 
  男子個人：１回戦敗退 

   １回戦  三浦真斗 ０―２森（仙台工） 

活動の内容・部員の様子，顧問の感想・反省          

 バドミントン部は男子７名、女子１名の計８名で活動しています。昨年の大会か

ら選手以外の参加は出来なかったため、大会出場者以外の生徒は学校での活動とな

りました。残念ながら、今年の女子部の入部者は１名となり女子団体と個人の大会

参加を見送る形となりましたが、男子は団体・個人両方に出場しました。今回出場

した選手は、殆どが１年生の新入部員であり、終始緊張している選手も多くいまし

た。男子個人では、１回戦敗退と悔しい結果に終わってしまいました。男子団体で

は、ダブルスが敗退しシングルスの第一戦は勝利し、シングルス第二戦で大接戦の

末に僅差で敗退してしまいした。シングルス第二戦は最後まで粘り強い戦いを繰り

広げ、他の選手たちも熱烈な応援を繰り広げましたが、あと一歩及びませんでし

た。今回は参加した部員全てがお互いの試合で応援する姿も見られ、応援の声を通

じて精一杯のサポートをしてくれました。今回，会場に行くことが叶わなかった生

徒も、来年に向けて目標を掲げ、練習を行う姿が見られました。 

 今年度は最上級生が１名しか所属していませんでしたが、１年生の部員たちが練

習に積極的に参加して、大会でも団体戦にエントリーすることができました。来年

度はこの１年生たちが中心となりリーダーシップを発揮してくれるだろうと期待で

きる大会でした。来年度のバドミントン部の活動をさらに盛り上げていって欲しい

と思います。最後に，様々な面で生徒たちの頑張りを支えてくださった保護者の皆

様をはじめとした全ての方々に感謝いた

します。本当にありがとうございまし

た。 

ＥＴＡ会員の皆様へ 
 今回の定通大会では、全員がベストを

尽くすことができ、来年に向けての課題

や目標も見つけることができました。来

年度はさらに活躍が出来るよう、チーム

一丸となって頑張っていきます。 

陸上競技部 
 部員数 １０名（１年生 ２名、２年生 ２名、３年生 １名、４年生 ５名） 

 部長  ４年 佐藤 南  

 顧問 志藤 正弥  片平 有香  三浦 康平  

活動の内容・部員の様子 
 今年度の陸上競技部は、男子７名、女子３名（うち６名他の部と掛け持ち）の計１０

名で活動しています。今年はたくさんの部員が入部したため、練習のときには、お互い

励まし合う声が飛び交いました。短距離ブロック、中・長距離ブロックに分かれて練習

を続け、自分たちの課題に真剣に向き合ってきました。 

 緊張のなか迎えた当日は、出場した全員が今までの練習の成果を十分に発揮しまし

た。入賞を逃した種目もあり、悔しさを感じている様子も見られましたが、走り切った

満足感や達成感もあるようでした。 

 ４年生の佐藤南は、２年生３年生のときも100ｍ、200ｍの2種目で優勝しており、今年

で２冠３連覇を果たしました。800ｍに出場した２年佐藤力は力強い走りでトップを独

走、４年 森は最後のダッシュで意地を見せ３位入賞、全国大会出場を決めました。 

 また、今年度は男子メンバーでリレーを組むことができ、卒業学年の4名で挑みまし

た。全員で気持ちを一つにし、バトンをつなぎ、第２位という結果を残すことができま

した。総合得点でも、男子総合３位、女子総合２位と、大健闘した大会でした。 

定通大会の結果  会場：弘進ゴムアスリートパーク仙台（仙台市陸上競技場） 

 【男子】                                      【女子】 

 100ｍ佐々木兜牙 第４位、佐藤瑠 第５位  100ｍ佐藤南 第1位（全国大会出場）   

 200ｍ海野健斗 第４位                      飯塚瑠美 第５位 

 400ｍ春日亮 第４位            200ｍ佐藤南 第1位（全国大会出場） 

 800ｍ佐藤力 第１位（全国大会出場）    女子総合  第２位 

      森颯晟 第３位（全国大会出場） 

 1500ｍ 森颯晟 第６位     

 4×100ｍR 春日亮・小野寺優希・  

      海野健斗・ 森颯晟 第２位  

 男子総合 第３位 

部長の感想・反省 
 大会当日は湿度が高く雨が降っていまし

たが、天候に恵まれたくさんの選手が記録

を残し、男子総合３位、女子総合２位とい

う素晴らしい結果を残しました。たくさん

の応援ありがとうございました。また、 

８月に出場する全国大会に向け、練習に取り組みたいと思います。 

顧問の感想・反省 
 今年度は、人数が多く活気あふれる部活動ができ、県大会でも全員が力を発揮してく

れました。今後は８月にある全国大会に向け、さらに速く走ることができるよう、練習

に励みたいと思います。 

ＥＴＡ会員の皆様へ 
 日頃より物心両面にわたり定時制の生徒たちにご支援ご協力をいただき、ETAの方々に

は心より感謝申し上げます。全国大会に出場する３名の生徒に、さらなる熱いご声援を

お願いいたします。 

ハンドメイド部 
 部員数４名（２年生２名 ４年生２名）  

 部長 ４年 菅原 凜  

 顧問  亀井 美保  寶田 明子     

活動の内容・部員の様子 
 今年のハンドメイド部の最初の活動は、チーム佐定のス

ローガンの作成でした。立体的なデザインを取り入れたス

ローガンは、試行錯誤の連続でしたが、素敵な作品に仕上がりました。また、運動

部の活躍の場である定通大会の壮行式では、各部活動にうちわを作成し進呈しまし

た。関係者以外会場での応援が出来ない大会でしたが、各試合会場で選手の活躍を

応援してくれたものと思います。これからの活動

は、残念ながら、今年も佐高祭が見送られるた

め、個人の作品制作に取り組んで行く予定です。 

ＥＴＡ会員の皆様へ 
 いつも生徒たちのためにご支援いただきありが

とうございます。生徒たちの手作り作品をお渡し

できることを楽しみに、活動していきたいと思っ

ています。今後ともよろしくお願いします。  

令和５年度在籍生徒就業先 
就業者11名／在籍21名 

(令和５年７月21日現在) 

○くるまやラーメン迫町店 

○ローソン  

○武蔵 

○後藤鐵工 

○やまなか家 佐沼店 

○マクドナルド 佐沼店 

○ホテルルートイン登米 

○ウジエスーパー若柳店 

○横山左官 

○コメリハード＆グリーン加賀野店 

○ウジエスーパー佐沼本店  

 ＥＴＡ会員の皆様には、日頃から定時制の教育活動及びＥＴＡ事業にご理解とご協力

を賜り、誠にありがとうございます。今後もどうぞよろしくお願いいたします。   

    佐沼高校定時制ＥＴＡ事務局  電話：0220-22-2024 ＦＡＸ：0220-22-2023 
  （ご意見やご要望等がございましたら、ＥＴＡ事務局までお寄せくださいますようお願い申し上げます。）  


